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今が、スタート 
やらない理由は、いつも自分の中にある。「やる」と決めたら 
実行あるのみ。その時、状況は必ず進展する。 

西条市は瀬戸内海に面し、降水量が少ないにもかかわら

ず、「水の都」と呼ばれている。その理由は、浅い所から

も豊富に噴き出す地下水にある。かつて人力で鉄の棒を地

面に打ち込み、自噴井を作っていた。これは「うちこみ」

と呼ばれ、確認されているだけでも 2000 カ所以上あると

いう。西条市の中心部では、上水道が敷設されていない 

地域もあるほどだ。味もよく 

市役所そばの「うちぬき広場」 

の水は、「全国おいしい水コン 

テスト」で 1 位に輝いたことも。
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